謹啓　貴社取締役副社長　〇〇〇〇様ご逝去の報に接し、あまりにも突然のことで、ただただ深い悲しみに包まれております。ここに謹んで哀悼の意を表しますとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。
〇〇様には、永年にわたり貴社の発展のために尽力され、卓越したご識見と的確なご判断により、数々の難局を乗り越えてこられました。そのご手腕と温厚なお人柄は社内外から厚い信頼を集めておられ、弊社におきましても折に触れ温かいご指導とご厚情を賜りましたこと、改めて深く感謝申し上げる次第でございます。
突然のご不幸により、貴社におかれましてはご心労もひとかたならぬことと拝察いたします。長年にわたり中核としてご活躍された〇〇様を失われたことは、貴社にとりまして計り知れぬ痛手であろうと存じます。しかしながら、故人が築かれた礎と志は、必ずや貴社の中に受け継がれ、今後のさらなる発展の力となるものと信じております。
本来であれば直ちに拝眉のうえお悔やみ申し上げるべきところではございますが、まずは書中をもちまして謹んで哀悼の意をお伝え申し上げます。なお、心ばかりのものを別便にてお送りいたしましたので、御霊前にお供えいただけましたら幸甚に存じます。
ご遺族様ならびに貴社ご一同様のご心痛が少しでも和らぎますよう、衷心よりお祈り申し上げます。
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